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Ｑ－カーボン・クレジット市場が開設されたって新聞で読んだけど、どういうものなの。 

Ａ－カーボン・クレジットとは、企業や自治

体などが省エネ設備や再生可能エネルギーの導

入、森林の間伐、植林などを通して削減した温

室効果ガスをクレジット（排出権）として発行

し、取引できるようにする仕組みです。排出量

の削減が難しい企業がクレジットを購入して埋

め合わせ（カーボン・オフセット）をしたり、

クレジットを創出する側が収益を財源にして脱

炭素に向けた一層の取り組みを進めたりするこ

とができます。日本では温室効果ガスの排出削

減・吸収量を国がクレジットとして認証する

「Ｊ－クレジット制度」が２０１３年４月にス

タートしました。 

 

Ｑ－昨年１月にこのコーナーで紹介した「カーボンプライシング」との関係は。 

Ａ－カーボンプライシングは、炭素の排出に価格を付けて排出者の行動の変化を促す経済

的手法で、カーボン・クレジットはこの一種です。これまでは相対取引（売り手と買い手が

直接、価格や数量などを合意する取引方法）が中心で、取引に時間や手間がかかったり、価

格が不透明だったりして、あまり進んでいませんでした。取引の円滑化や価格の透明性を高

めるため、２２年９月から２３年１月までの実証事業を経て、同年１０月１１日にカーボ

ン・クレジット市場を開設し、カーボンプライシング機能の維持・向上を目指しています。 

 

Ｑ－市場ではどの程度取引されているの。 

Ａ－今年１月に売買が１０万トンを超えましたが、実証事業の約１５万トンにも届いてお

らず、活発な取引が行われているとは言えません。そのため、取引可能なクレジットを増や

すことが重要です。省エネ、再生エネ、植林などの取り組みが進み、取引可能なクレジット

が増えることで市場が活性化することが期待されます。 

（この連載は北陸経済研究所の青井健祐が担当しました） 

カーボン・クレジット市場って？ 

 
◆温室効果ガス排出量を取引／脱炭素の取り組み推進 

 


